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ヤツデ（八手）  Fatsia japonica Decne. et Planch
松江市内

　高さ2～3メートルの常緑低木で、その名前は葉の形に由
来し、花がほとんど咲かない12月に花をつけるのは、繁殖
のための賢い戦略であリ、虫媒花として、各種虫類を独占利
用するためである。花は小さいく枝分かれした柄（花序）に
まとまって咲き、上から順番に咲いていき、おしべ（毛羽が
みえるもの）が先行し、ついでめしべ（丸いもの）が伸びる２
段階開花作戦も実施しているらしい。小雨が降る中、濃緑の
ヤツデの大型の葉を背景にその白が際だっていた。自然界
の不思議をまた一つ見た。　　　　 （写真・文／大朏祐治）

地域連携だより

再来受付機
　昨年末より、
再来受付機を
導入し稼働し始
めました。ご利
用の皆さまには
ご迷惑をおかけ

　新年明けましておめでとうございます。皆様には心より新春のお
慶びを申し上げます。連携室の機能充実の為、1月より3名体制とな
りました。今後とも、よろしくお願い致します。

～新スタッフ紹介～
加藤 久美子（診療情報管理士）
　7年間、内科外来に所属していましたが、1月より連携室に配属と
なりました。仕事内容が今までと異なる部分も多く、戸惑うこともあ
りますが、1日でも早く仕事を覚えられるよう努力していきたいと思
います。よろしくお願い致します。

いたしますが、よろしくお願い申し上げ
ます。これに伴い、地域連携室、入院案
内が南棟1階から北棟1階へ移動いたし
ました。

新Ｓ棟建築　地鎮祭
　昨年12月9日に一般入札を公示し、
12月28日の入札により、清水建設が落
札致しました。地鎮祭は平成24年2月22
日に行う予定です。

愛媛県がん診療連携推進病院
　平成23年11月より、愛媛県がん診療
連携推進病院に指定されました。これ
は愛媛県知事が指定するもので、がん
診療連携拠点病院の機能を補完し、又
はがん診療連携拠点病院と連携しなが
ら、専門的ながん医療の提供や地域の
がん診療の連携協力体制の構築等の
役割を担う病院です。　

【利用例】
◎外来で対診・共診関係にある患者さまの医療情報を閲覧する
◎ご紹介頂き、入院となった患者さまの入院後の経過を日々把
握する
◎当院を各ご施設の外部検査センターとして利用する
【セキュリティ】
　ネットワークの暗号化、パスワード保護、バーコード利用など
複数の技術を使って情報漏洩を防止します。
【利用環境】
　インターネット接続環境、Windows搭載パソコン
【導入費用】
　システムをご利用頂くためのセキュリティ導入費用は、当院が
負担致します。（インターネット回線、PC本体は各ご施設でご準備
ください）
※システムの利用手順などは別紙をご覧下さい。

地域連携室　三谷 直紀 

はな ・一期一会　Vol.21
Vol .  7Vol .  7

左より三谷直紀、加藤久美子、岡田浩之

私たちが
担当いたします！

お問合せ、お申込みは地域連携室まで
Tel：089-943-1151
E-mail：syoukai@matsuyama-shimin-hsp.or.jp

地域医療連携システムのご案内（ネット経由の医療情報サービス）
　2012年1月より、当院ではご紹介頂いた患者さまの医療情報を共有できる「地域医療連携システム」を運用しています。各ご施設の
PC端末からインターネット経由で当院の画像・検査データ等を任意の時間に閲覧できます。ぜひご活用ください。

松山市民病院
連携医療機関

（ホームドクター）

SSL-VPN
（守秘性の高い通信網）


